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一
、
は
じ
め
に 

歌
曲
名
を
も
つ
古
代
歌
謡
は
古
事
記 
十
七
種
類
・
四
十
一
首
、
日
本
書

紀 

四
種
類
・
十
五
首
、
琴
歌
譜 

十
八
種
類
・
二
十
一
首
あ
る
。
こ
の
内
、

宮
廷
歌
謡
の
資
料
と
し
て
は
琴
歌
譜
が
最
も
正
確
で
あ
る
と
い
え
る
。
な
ぜ

な
ら
、
琴
歌
譜
は
そ
の
特
徴
、
序
、
内
容
、
奥
書
に
よ
り
大
歌
師
の
記
録
で

あ
る
こ
と
が
理
解
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
琴
歌
譜
そ
の
も
の
の
研

究
お
よ
び
宮
廷
儀
礼
に
お
け
る
大
歌
奏
の
内
容
が
研
究
さ
れ
て
き
た
。
本
稿

で
は
琴
歌
譜
大
歌
の
「
歌
返
」
と
「
余
美
歌
」
を
中
心
に
記
紀
歌
謡
と
の
関

係
と
、
縁
記
と
歌
曲
名
の
関
係
か
ら
節
会
に
奏
さ
れ
た
理
由
の
考
察
を
試
み

た
い
。 

 

 二
、
節
日
に
つ
い
て 

『
養
老
令
』
の
「
雑
令
」
に
見
え
る
節
日
に
関
す
る
規
定
に
は
、 

 
 

凡
正
月
一
日
、
七
日
、
十
六
日
、
三
月
三
日
、
五
月
五
日
、
七
月
七

日
、
十
一
月
大
嘗
日
、
皆
為
節
日
。
其
普
賜
‐
臨
時
聴
勅 

 

と
あ
り
、
こ
の
条
は
、
玄
宗
の
勅
命
に
よ
っ
て
成
っ
た
『
唐
六
典
』
の
「
仮 

         

寧
令
」
の
第
一
条
と
し
て
復
元
さ
れ
て
い
る
規
定
を
継
受
し
て
い
る
。
こ
の

節
日
は
、
正
月
一
日
か
ら
記
載
さ
れ
、
十
一
月
大
嘗
日
で
終
わ
っ
て
い
る
。 

古
代
の
暦
法
に
つ
い
て
は
、
欽
明
紀
一
五
年
（
五
五
四
）
二
月
、
推
古
紀

一
〇
年
（
六
〇
二
）
一
〇
月
に
暦
の
伝
来
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。
し
か
し
、

新
し
い
暦
が
中
国
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
持
統
紀
四
年
（
六
九
〇
）

一
一
月
の
条
に
あ
る
、
「
勅
を
奉
り
て
始
め
て
元
嘉
暦
と
儀
鳳
暦
と
を
行
ふ
」

と
い
う
勅
命
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
正
月
を
新
春
と
し
、
一

年
の
始
ま
り
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
持
統
朝
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
１
） 

中
国
の
暦
法
を
取
り
入
れ
る
前
、
日
本
で
は
一
年
は
耕
す
春
に
始
ま
り
収

穫
す
る
秋
に
終
わ
る
と
さ
れ
て
い
た
。（
注
２
）
つ
ま
り
、
豊
穣
予
祝
の
農
耕

儀
礼
、
祭
事
を
す
る
時
が
一
年
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。 

「
祈
年
」
祭
の
初
出
は
、
天
智
紀
九
年
（
六
七
〇
）「
山
の
御
井
の
傍
」
で

の
神
祭
り
で
、
こ
れ
は
三
月
の
条
に
あ
る
。
つ
ま
り
古
い
春
は
旧
暦
三
月
以

降
に
相
当
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
古
い
春
の
行
事
に
は
、
国
見
、
歌
垣
（
菜

摘
み
）
、
野
遊
び
（
遊
獦
）
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
は
宴
が
伴
っ
て
い
た
。 

万
葉
時
代
に
は
、
歌
は
宴
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
、
作
ら
れ
歌
わ
れ
て

琴
歌
譜
大
歌
の
歌
曲
名
に
つ
い
て
（
一
） 

―
―
「
歌
返
」
と
「
余
美
歌
」
を
中
心
に
―
― 武

部
智
子
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い
く
こ
と
と
な
る
。 

奈
良
時
代
ま
で
節
会
に
お
い
て
大
歌
が
奏
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
記
録

が
な
く
わ
か
ら
な
い
が
、
平
安
時
代
、
弘
仁
十
二
年
の
「
内
裏
式
」
に
元
正
・

七
日
・
十
六
日
・
十
一
月
新
嘗
会
の
四
節
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
大
歌
を
奏

し
た
記
事
が
あ
り
、
三
月
三
日
は
節
会
で
は
な
く
、
五
月
五
日
は
観
馬
射
、

七
月
七
日
は
相
撲
の
節
会
と
な
り
、
大
歌
奏
は
な
い
。 

「
貞
観
式
部
式
」
で
は
、
召
さ
れ
た
大
歌
の
歌
人
は
十
月
二
十
一
日
を
「
大

歌
始
」
と
し
て
翌
年
一
月
十
六
日
の
節
会
が
終
了
す
る
ま
で
大
歌
所
に
宿
直

を
命
ぜ
ら
れ
、
大
歌
の
教
習
を
受
け
、
か
つ
四
節
会
で
大
歌
を
奏
す
る
定
め

で
あ
っ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
四
節
会
に
お
い
て
十
一
月
節
こ
そ
が

大
歌
奏
の
始
め
で
あ
り
、
か
つ
琴
歌
譜
に
十
一
月
節
の
歌
曲
か
ら
記
載
さ
れ

る
理
由
と
言
え
る
。
（
注
３
） 

 

（
注
１
）
稲
岡
耕
二
編 

別
冊
國
文
学
『
万
葉
集
事
典
』 

學
燈
社 

Ｈ

５
・
８
・
１
０ 

三
五
五
～
三
五
七
頁
。 

（
注
２
）『
魏
志
』
倭
人
伝 

裴
松
之
の
注
に
引
か
れ
た
『
魏
略
』
の
逸
文

に
は
「
そ
の
俗
、
正
歳
四
時
を
知
ら
ず
、
但
し
春
耕
・
秋
収
を

記
し
て
年
紀
と
為
す
の
み
」
と
あ
る
。 

（
注
３
）
土
橋
寛 

陽
明
叢
書
国
書
篇
『
古
楽
古
歌
謡
集
』「
琴
歌
譜
」
解

説
。
思
文
閣
出
版 

Ｓ
５
３
・
９
・
３
０ 

三
頁
。 

  

三
、
「
大
歌
」
に
つ
い
て 

 

ま
ず
、
琴
歌
譜
歌
曲
名
の
並
び
を
見
て
い
く
と
、
十
一
月
節
、
正
月
元
日

節
、
七
日
節
、
十
六
日
節
と
い
う
順
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
正
月
元
日
節
の

長
埴
安
扶
理
以
後
「
自
余
小
歌
同
十
一
月
節
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
一
月

と
元
日
の
節
会
で
は
「
大
歌
」
と
「
小
歌
」
が
奏
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
節
会
に
お
け
る
「
大
歌
」
が
ど
れ
に
あ
た
る
の
か
。

ま
た
そ
れ
ら
と
歌
曲
名
を
持
つ
記
紀
歌
謡
と
の
関
連
を
考
え
て
み
た
い
。 

 

「
大
歌
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
次
の
二
説
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
賀
古
明

氏
（
注
１
）
に
よ
れ
ば
「
～
歌
」
と
称
す
る
も
の
が
「
大
歌
」
。
「
～
振
」
と

称
す
る
も
の
が
「
小
歌
」
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
、
十
一
月
節
、
元
日
節
の

「
片
降
」
ま
で
と
七
日
節
、
十
六
日
節
の
も
の
と
が
「
大
歌
」
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
十
一
月
節
の
「
伊
勢
神
歌
」
と
七
日
節
「
阿
遊
陀

扶
理
」
の
説
明
が
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
氏
は
「
縁
記
」
に
注
目
し
、
「
縁
記
」

を
持
つ
も
の
が
「
大
歌
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
も
「
片
降
」

の
説
明
が
つ
か
な
い
。
島
田
晴
子
氏
（
注
２
）
は
「
片
降
」
は
含
ま
な
い
と

考
え
て
い
る
。 

そ
こ
で
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
、
記
紀
の
歌
曲
名
と
の
対
比
を
し

て
み
る
。
歌
曲
名
・
歌
詞
一
覧
に
は
、
琴
歌
譜
と
記
紀
歌
謡
の
全
て
の
歌
曲

名
を
挙
げ
て
お
い
た
。
一
覧
を
参
照
さ
れ
た
い
。
但
し
、
記
紀
の
歌
詞
は
同

一
歌
曲
名
の
も
の
の
み
を
記
し
た
。 

琴
歌
譜
に
は
、
ウ
タ
と
つ
く
歌
曲
名
が
７
、
フ
リ
９
、
片
降
２
、
歌
返
１ 

が
あ
る
。
古
事
記
歌
謡
に
は
、
ウ
タ
９
、
フ
リ
３
（
５
）
、
カ
タ
リ
２
（
天
語

歌
を
含
む
）
、
歌
返
１
、
日
本
書
紀
歌
謡
に
は
、
ウ
タ
３
、
フ
リ
１
と
な
る
。 

 

古
事
記
歌
謡
の
歌
曲
名
中
「
歌
」
と
付
く
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

ア
「
思
国
歌
」（
記
３
０
、
３
１
） 

イ
「
片
歌
」（
記
３
２
） 

ウ
「
大
御
葬
歌
」（
記
３
４
～
３
７
） 

エ
「
酒
楽
歌
」（
記
３
９
、
４
０
） 

オ
「
志
都
歌
の
歌
返
」（
記
５
７
～
６
１
、
６
３
、
７
４
） 
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カ
「
寿
歌
の
片
歌
」（
記
７
３
） 

キ
「
志
良
宜
歌
」（
記
７
８
） 

ク
「
夷
振
の
上
歌
」（
記
８
０
） 

ケ
「
読
歌
」（
記
８
９
、
９
０
） 

コ
「
志
都
歌
」（
記
９
２
～
９
５
、
１
０
４
） 

サ
「
天
語
歌
」（
記
１
０
０
～
１
０
２
） 

シ
「
宇
岐
歌
」（
記
１
０
３
） 

 

ア
、
イ
、
ウ
は
景
行
記
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承
の
中
の
歌
で
あ
る
。
書
紀
の

中
に
も
「
思
邦
歌
」（
紀
２
１
～
２
３
）
と
し
て
同
歌
曲
名
が
見
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
歌
謡
は
古
代
の
英
雄
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
最
期
の
歌
謡
群
で
死
と
結
び
つ

く
歌
で
あ
る
。
当
然
そ
れ
は
当
時
の
人
々
も
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
宮
廷
内
で
の
葬
送
の
儀
式
等
で
は
奏
さ
れ
る
こ
と
は
あ

っ
た
と
し
て
も
、
十
一
月
節
、
正
月
元
日
節
、
七
日
節
、
十
六
日
節
の
節
会

で
は
奏
さ
れ
る
は
ず
も
な
く
、
琴
歌
譜
に
は
記
載
さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

カ
は
仁
徳
記
の
も
の
で
、
歌
曲
名
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
寿
歌
で
あ
る
が
、

前
の
二
首
と
共
に
宮
廷
寿
歌
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
唱
和
形
式
の
一
首
が

残
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

ク
は
元
来
「
夷
振
」
で
あ
っ
て
、「
上
歌
」
と
い
う
の
は
歌
い
方
の
形
式
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
允
恭
記
の
一
連
の
軽
太
子
物
語
歌
謡
群
は

多
く
の
歌
曲
名
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
記
８
６
に
も
「
夷
振
の
片
下
」

と
あ
り
、
や
は
り
「
片
下
」
は
歌
い
方
の
形
式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

こ
れ
も
本
来
は
「
夷
振
」
と
考
え
て
よ
い
。
記
紀
に
は
「
夷
振
」（
記
６
）
及

び
「
夷
曲
」（
紀
２
、
３
）
と
あ
る
よ
う
に
記
紀
両
書
に
記
載
さ
れ
る
同
一
歌

曲
名
は
「
夷
振
」
だ
け
で
あ
る
の
で
、
宮
廷
歌
謡
と
し
て
は
非
常
に
重
要
で

あ
っ
た
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
夷
振
」
は
ア
ヂ
シ
キ
タ
カ
ヒ

コ
ネ
に
関
す
る
伝
承
と
と
も
に
伝
わ
っ
て
い
て
一
考
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。 

ち
な
み
に
、
「
挙
歌
」
（
紀
５
，
６
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ

と
豊
玉
姫
と
の
唱
和
の
歌
で
あ
っ
て
、
こ
の
伝
承
に
関
し
て
は
海
人
部
の
存

在
が
考
え
ら
れ
て
い
て
、
や
は
り
「
挙
歌
」
そ
の
も
の
は
歌
い
方
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

  

サ
は
雄
略
記
の
春
日
袁
杼
比
売
と
の
唱
和
で
古
事
記
歌
謡
中
最
長
の
歌
詞

を
含
む
が
、
や
は
り
古
事
記
歌
謡
に
あ
る
「
神
語
」（
記
２
～
５
）
と
同
様
末

尾
に
「
事
の
語
り
言
も
こ
を
ば
」
の
句
を
持
つ
と
い
う
特
徴
か
ら
「
天
語
連
」

の
属
す
る
語
部
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、「
大
歌
」
と
し
て

奏
さ
れ
る
も
の
と
は
別
の
も
の
と
捉
え
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。 

  

残
る
日
本
書
紀
歌
謡
の
歌
曲
名
は
「
来
目
歌
」（
紀
７
～
１
４
）
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
宮
廷
儀
礼
の
中
で
は
、「
大
歌
」
で
は
な
い
。
倉
林
正
次
氏
の
『
饗
宴

の
研
究
（
儀
礼
編
）
』
に
よ
れ
ば
、
琴
歌
譜
に
載
る
四
節
会
で
の
芸
能
は
、 

Ａ
、
国
栖
奏 

Ｂ
、
久
米
舞 

 
Ｃ
、
吉
志
舞 

 
Ｄ
、
風
俗
歌
舞 

 

Ｅ
、
大
歌
五
節
舞 

 

Ｆ
、
女
楽 

 

Ｇ
、
文
を
進
る 

 

Ｈ
、
立
歌 
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Ｉ
、
和
舞 

の
順
で
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
来
目
歌
」
は
「
Ｂ
、
久
米
舞
」
と
し

て
別
立
て
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
古
事
記
歌
謡
と
琴
歌
譜

の
歌
曲
名
と
し
て
「
久
米
歌
」
が
な
い
の
は
、
節
会
に
お
け
る
大
歌
所
の
管

轄
で
は
な
い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
同
じ
く
別
立
て
の
「
Ａ
、
国
栖
奏
」
に
つ
い
て
も
古
事
記
４
７
・
４

８
「
国
主
歌
」
、
日
本
書
紀
３
９
「
国
樔
歌
」
歌
謡
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
奏
さ

れ
る
様
子
ま
で
が
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
歌
曲
名

を
琴
歌
譜
に
記
載
し
な
い
の
は
「
久
米
歌
」
と
同
様
の
意
味
を
持
つ
か
ら
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
う
し
て
み
て
み
る
と
日
本
書
紀
歌
謡
の
歌
曲
名
は
琴
歌
譜
に
は
反
映
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
古
事
記
歌
謡
の
歌
曲
名
は
前
述
を
除

く 

エ
「
酒
楽
歌
」（
記
３
９
、
４
０
） 

オ
「
志
都
歌
の
歌
返
」（
記
５
７
～
６
１
、
６
３
、
７
４
） 

キ
「
志
良
宜
歌
」（
記
７
８
） 

ケ
「
読
歌
」（
記
８
９
、
９
０
） 

コ
「
志
都
歌
」（
記
９
２
～
９
５
、
１
０
４
） 

シ
「
宇
岐
歌
」（
記
１
０
３
） 

の
全
て
が
七
日
節
「
阿
遊
陀
扶
理
」
以
外
で
、「
縁
記
」
を
持
つ
琴
歌
譜
の
「
大

歌
」
と
思
わ
れ
る
も
の
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

  

（
注
１
）
賀
古
明 

『
万
葉
集
新
論
』「
琴
歌
譜
の
原
本
の
成
立
と
そ
の
構

成
」 

風
間
書
房 

Ｓ
４
０ 

四
五
〇
～
四
七
三
頁
。 

 

（
注
２
）
島
田
晴
子 

「
琴
歌
譜
の
構
成
に
つ
い
て
」『
学
習
院
大
学
国
語

国
文
学
会
誌
』
第
１
２
号 

Ｓ
４
４
・
３ 

一
～
九
頁
。 

 

四
、
同
一
歌
曲
名
の
歌
の
検
討 

古
事
記
と
琴
歌
譜
大
歌
の
同
一
歌
曲
名
の
内
で
、
同
一
の
歌
詞
と
思
わ
れ

る
も
の
は
「
１
茲
都
歌
」「
１
４
宇
吉
歌
」「
２
０
・
２
１
酒
坐
歌
」「
２
２
茲

良
宜
歌
」
の
四
種
類
、
五
首
。
歌
詞
の
異
な
る
も
の
は
「
２
歌
返
」「
１
３
余

美
歌
」
の
二
種
類
、
二
首
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
、
歌
詞
の
異
な

る
二
つ
の
歌
曲
名
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。 

 
 

 

ま
ず
、「
２
歌
返
」
は
古
事
記
に
は
「
志
都
歌
の
歌
返
」
と
あ
り
、
琴
歌
譜

の
も
の
が
そ
れ
に
相
当
す
る
か
否
か
は
判
断
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

琴
歌
譜
で
は
「
茲
都
歌
」
に
続
い
て
歌
わ
れ
る
点
、
歌
譜
や
歌
い
方
の
検
討

か
ら
「
茲
都
歌
」
と
「
歌
返
」
と
を
比
べ
て
み
る
と
分
か
る
よ
う
に
琴
歌
譜

「
１
茲
都
歌
」
と
「
２
歌
返
」
は
対
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
（
注
１
）
、

「
茲
都
歌
の
歌
返
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
古
事
記
の
歌
曲
名
と

同
じ
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
古
事
記
の
場
合
は
「
志
都
歌
」
と
の
記

載
順
が
逆
転
し
、
歌
と
歌
と
の
間
が
伝
承
と
の
関
係
で
離
れ
て
い
る
た
め
に

「
志
都
歌
の
歌
返
」
と
わ
ざ
わ
ざ
記
す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。 

  

次
に
「
１
３
余
美
歌
」。
古
事
記
に
は
「
読
歌
」
と
表
記
さ
れ
る
。
琴
歌
譜

で
の
表
記
「
余
美
」
の
「
美
」
は
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
甲
類
の
文
字
で
あ
る

が
、
琴
歌
譜
よ
り
も
成
立
の
早
い
『
歌
経
標
式
』
で
、
す
で
に
上
代
特
殊
仮

名
遣
の
混
乱
は
始
っ
て
い
る
の
で
、
琴
歌
譜
で
は
甲
乙
の
区
別
は
な
い
も
の

と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、「
ヨ
ミ
」
と
は
何
か
。
先
行
研
究

に
よ
れ
ば
「
ヨ
ミ
」
は
「
黄
泉
」
で
は
な
い
か
と
す
る
説
も
あ
る
。
「
黄
泉
」

は
死
者
の
国
を
表
す
言
葉
で
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
一
端
は
、
古
事
記
「
読
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歌
」
の
歌
詞
と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
伝
承
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
正
月
元
日
節
の
大
歌
の
最
初
に
そ
の
様
な
意
味
の
歌
が
奏

さ
れ
る
は
ず
は
な
い
。
琴
歌
譜
の
歌
詞
は
「
国
讃
め
」
や
「
寿
ぐ
」
意
の
歌

詞
で
あ
り
、
こ
の
節
会
に
ふ
さ
わ
し
い
。
古
事
記
の
「
読
歌
」
と
い
う
表
記

か
ら
、
文
字
通
り
「
読
む
」
歌
、
数
を
数
え
な
が
ら
歌
う
歌
と
解
す
る
説
も

あ
る
。「
月
読
」
を
月
の
満
ち
欠
け
か
ら
日
を
数
え
る
こ
と
と
捉
え
る
の
と
同

じ
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
土
橋
寛
氏
は
『
古
代
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
』
の
中
で
、 

 
 

ヨ
ミ
は
元
来
、
世
・
齢
・
寿
・
吉
の
ヨ
を
活
か
し
た
動
詞
で
、
祝
い
歌

の
意
で
あ
っ
た
が
、
祝
い
歌
は
呪
物
や
呪
言
を
並
べ
立
て
る
た
め
に
長

い
形
式
の
歌
に
な
り
、
歌
の
調
子
も
朗
読
に
近
い
も
の
に
な
る
の
で
、

そ
の
よ
う
な
曲
調
で
歌
わ
れ
る
歌
は
、
祝
い
歌
で
な
く
と
も
、
ヨ
ミ
ウ

タ
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

と
説
い
て
お
ら
れ
る
。 

 

琴
歌
譜
で
は
一
年
を
数
え
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
日
に
行
わ
れ
る
儀
礼
に

歌
う
歌
と
解
し
て
お
き
た
い
。 

  

（
注
１
）
林
謙
三 

「
琴
歌
譜
の
音
楽
的
解
釈
の
試
み
」『
雅
楽
￤
古
楽
譜

の
解
読
￤
』 

音
楽
之
友
社 

Ｓ
４
４
・
１
２
・
１
０ 
五
〇

八
～
五
四
二
頁
。 

  

五
、
歌
詞
の
内
容
と
縁
記
の
関
係
に
つ
い
て 

 

次
に
、
前
に
挙
げ
た
二
首
の
歌
詞
の
内
容
と
縁
記
の
関
係
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。
（
便
宜
上
、
縁
記
に
番
号
を
付
し
た
） 

 

歌
返 

①
難
波
高
津
宮
御
宇
大
鷦
鷯
天
皇
納
八
田
皇
女
為
妃
干
時
皇
后
聞
大
恨

故
天
皇
久
不
幸
八
田
皇
女
所
仍
以
恋
思
若
姫
之
於
平
群
与
八
田
山
之

間
作
是
歌
者
今
校
不
接
於
日
本
古
事
記 

仁
徳
天
皇
と
八
田
皇
女
に
関
す
る
伝
承
は
記
紀
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
仁

徳
記
で
は
、
大
后
石
之
日
売
命
が
「
豊
楽
」
の
準
備
の
た
め
の
留
守
中
に
八

田
若
郎
女
を
妃
と
し
て
迎
え
入
れ
た
と
あ
る
。「
豊
楽
」
は
新
嘗
祭
（
十
一
月

節
）
の
酒
宴
の
こ
と
で
あ
る
。
仁
徳
紀
二
十
二
年
春
正
月
に
は
「
八
田
皇
女

を
納
め
て
、
将
に
妃
と
為
さ
む
と
す
。
時
に
皇
后
聴
し
た
ま
は
ず
」
と
あ
る

が
、
や
は
り
皇
后
の
留
守
中
に
八
田
皇
女
（
記
で
は
八
田
若
郎
女
）
を
妃
と

し
て
召
し
た
。
そ
の
後
、
記
紀
と
も
に
皇
后
（
記
で
は
大
后
）
が
嫉
妬
し
て
、

皇
居
に
戻
ら
ず
淀
川
を
遡
っ
て
実
家
に
帰
ろ
う
と
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。 

し
か
し
記
紀
の
こ
の
伝
承
は
、
そ
の
後
の
内
容
が
異
な
る
。
古
事
記
で
は
、

大
后
は
天
皇
の
出
迎
え
を
受
け
て
皇
居
に
戻
り
、
そ
の
結
果
八
田
若
郎
女
を

別
の
場
所
に
住
ま
わ
す
こ
と
と
な
り
、
後
に
八
田
若
郎
女
を
愛
し
ん
で
歌
を

や
り
と
り
す
る
。
一
方
日
本
書
紀
で
は
、
皇
后
は
皇
居
に
は
戻
る
こ
と
な
く

亡
く
な
り
、
結
果
八
田
皇
女
は
立
后
す
る
。 

琴
歌
譜
の
縁
記
を
見
れ
ば
、
内
容
的
に
は
古
事
記
を
意
識
し
て
い
る
内
容

と
言
え
る
。
た
だ
し
表
記
は
「
八
田
皇
女
」
と
あ
り
日
本
書
紀
の
文
字
を
使

用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
仁
徳
天
皇
と
歌
詞
に
あ
る
淡
路
島
に
関
す
る
伝
承
を
見
て
み
る
。
仁

徳
記
で
は
、
大
后
に
八
田
若
郎
女
の
話
を
伝
え
た
の
は
「
水
取
司
に
駈
使
は

ゆ
る
吉
備
国
の
児
嶋
の
仕
丁
」（
傍
線
筆
者
）
で
あ
っ
た
。「
水
取
司
」
と
は
、

宮
中
の
飲
料
水
を
掌
る
役
所
の
こ
と
で
あ
る
。 

ま
た
こ
の
伝
承
の
前
に
吉
備
黒
日
売
の
物
語
が
あ
り
、
天
皇
は
「
淡
路
島

を
見
む
と
お
も
ふ
」
と
行
幸
し
た
と
あ
る
し
、
ま
た
「
枯
野
の
琴
」
の
伝
承
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も
あ
る
。
そ
の
概
要
は
、 

 
大
阪
に
あ
る
大
樹
が
朝
日
に
当
た
る
と
淡
路
島
に
影
が
届
く
。
そ
の
木

で
船
を
作
っ
て
「
枯
野
」
と
名
付
け
た
。
そ
の
船
は
「
旦
夕
に
淡
路
島

の
寒
泉
を
酌
み
て
、
大
御
水
献
き
」（
傍
線
筆
者
）
そ
の
船
の
廃
材
で
塩

を
採
り
、
焼
け
残
っ
た
木
で
「
琴
」
を
作
っ
た
と
こ
ろ
そ
の
音
は
遠
い

村
ま
で
響
い
た
。 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
と
と
も
に
歌
わ
れ
た
歌
（
記
７
４
）
は
、「
志

都
歌
の
歌
返
」（
傍
線
筆
者
）
と
い
う
歌
曲
名
を
持
つ
。
紀
４
１
の
歌
も
歌
詞

は
同
一
で
あ
る
が
、「
枯
野
」
の
伝
承
内
容
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た

日
本
書
紀
で
は
こ
の
伝
承
は
応
神
紀
の
伝
承
と
な
っ
て
い
て
、
歌
曲
名
は
な

い
。 

 

さ
ら
に
、
仁
徳
記
「
枯
野
」
伝
承
の
前
に
は
「
雁
の
卵
」
の
伝
承
が
あ
る
。

こ
れ
は
仁
徳
天
皇
が
「
豊
楽
」
を
す
る
た
め
に
日
女
島
に
行
幸
し
武
内
宿
禰

に
珍
事
を
尋
ね
た
の
で
あ
る
が
、「
御
琴
を
給
は
り
て
歌
」
っ
た
歌
（
記
７
３
）

は
「
寿
歌
の
片
歌
」
と
歌
曲
名
を
載
せ
る
。 

 

縁
記
の
最
後
に
「
是
歌
者
今
校
不
接
於
日
本
古
事
記
」
と
あ
り
、
琴
歌
譜

の
筆
録
者
は
「
日
本
古
事
記
」
の
伝
承
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
し
か
し
、「
日
本
古
事
記
」
が
記
紀
を
さ
す
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ

る
。
確
か
に
こ
の
歌
詞
は
他
の
上
代
文
献
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
「
日

本
古
事
記
」
な
る
書
物
が
存
在
し
た
か
否
か
も
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
第
一

縁
記
の
内
容
は
、
ほ
ぼ
記
紀
の
伝
承
を
踏
ま
え
て
い
て
、
何
ら
か
の
関
連
性

を
秘
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

②
一
説
云
皇
后
息
長
帯
日
女
越
那
羅
山
望
見
葛
城
作
歌
者 

こ
の
縁
記
の
「
越
那
羅
山
望
見
葛
城
作
歌
」
っ
た
の
は
記
紀
共
に
仁
徳
天

皇
の
正
妻
で
あ
る
石
之
日
売
命
（
記
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
第
一
縁
記
の
仁

徳
天
皇
の
伝
承
と
結
び
つ
き
、「
皇
后
」
の
代
表
者
で
あ
る
神
功
皇
后
の
伝
承

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

記
紀
の
神
功
皇
后
の
条
に
は
、
淡
路
島
と
の
関
連
は
見
出
せ
な
い
。
唯
一

あ
る
と
す
れ
ば
、
香
坂
王
、
忍
熊
王
の
反
乱
の
記
事
の
中
で
、
二
王
子
が
、

父
で
あ
る
仲
哀
天
皇
の
陵
を
作
る
と
偽
っ
て
「
播
磨
に
詣
り
て
山
陵
を
赤
石

に
興
つ
。
仍
り
て
船
を
編
み
て
淡
路
島
に
絚
し
て
、
其
の
島
の
石
を
運
び
て

造
る
」（
傍
線
筆
者
）
と
い
う
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
く
こ
の
縁
記
と
は

関
係
が
な
い
。
む
し
ろ
仲
哀
紀
二
年
の
条
に
は
「
淡
路
屯
倉
を
定
む
」
と
い

う
記
事
が
あ
り
、
そ
の
皇
后
が
神
功
皇
后
と
い
う
こ
と
で
琴
歌
譜
の
縁
記
に

関
連
さ
せ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

③
一
古
事
記
云
誉
田
天
皇
遊
獦
淡
路
島
時
之
人
歌
者 

「
一
古
事
記
云
」
と
あ
る
が
、
応
神
記
に
は
淡
路
島
遊
猟
の
記
事
は
な
い
。

歌
詞
の
関
連
か
ら
み
る
と
、
安
寧
記
に
「
和
知
都
美
命 

淡
道
之
御
井
宮
に

坐
す
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
こ
で
は
関
係
な
い
。 

応
神
紀
の
兄
媛
の
物
語
の
中
に
「
応
神
紀
二
十
二
年
秋
九
月
辛
巳
朔
丙
戌
、

天
皇
淡
路
島
に
狩
し
た
ま
ふ
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
応
神
皇
女
に
淡
路
御
原
皇

女
あ
り
、
天
皇
淡
路
島
に
御
狩
す
」「
淡
路
の
御
原
の
海
人
を
水
手
と
し
て
吉

備
へ
送
る
」
と
い
う
記
事
が
み
え
る
。 

 

こ
れ
ら
三
つ
の
縁
記
と
歌
詞
か
ら
「
歌
返
」
を
見
て
行
く
と
、
い
ろ
い
ろ

な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浮
か
ん
で
く
る
。
ま
ず
、
歌
詞
の
「
淡
路
の
三
原
」「
朝
妻
」

「
御
井
」
。
縁
記
か
ら
は
、
「
神
功
―
応
神
―
仁
徳
」
の
系
譜
と
そ
の
伝
承
の

中
に
隠
れ
て
い
る
「
豊
楽
」
と
「
琴
」
の
関
係
、
更
に
「
吉
備
」。 

地
名
と
の
関
連
か
ら
「
淡
路
の
三
原
」
は
、
前
述
の
仲
哀
紀
二
年
に
定
め

ら
れ
た
「
淡
路
屯
倉
」
が
あ
っ
た
地
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
五
世
紀
に
大
和
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朝
廷
が
直
轄
領
で
あ
る
「
屯
倉
」
を
淡
路
に
置
き
、
さ
ら
に
は
「
御
饌
都
国
」

と
呼
び
、
食
糧
貢
献
の
特
別
な
地
と
し
た
こ
と
か
ら
、
淡
路
の
海
人
達
が
朝

廷
に
出
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

こ
こ
で
、「
朝
妻
」
と
い
う
語
に
注
目
し
た
い
。
古
く
か
ら
朝
廷
と
関
わ
り

の
深
い
淡
路
の
三
原
に
あ
る
篠
を
「
朝
妻
」
に
植
え
る
と
い
う
の
は
何
を
意

味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
般
的
に
「
朝
妻
」
は
奈
良
県
御
所
市
大
字
朝
妻
の

地
と
さ
れ
、
金
剛
山
の
東
麓
の
地
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
は
葛
城
氏
の

勢
力
範
囲
で
あ
る
。
第
一
縁
記
か
ら
も
第
二
縁
記
か
ら
も
こ
の
歌
詞
と
葛
城

氏
の
関
係
が
見
え
て
く
る
。
そ
し
て
第
三
縁
記
の
淡
路
に
御
狩
す
る
天
皇
像

は
難
波
を
中
心
と
し
た
政
権
と
重
な
る
。
大
和
か
ら
難
波
へ
、
難
波
か
ら
淡

路
島
へ
と
支
配
権
を
拡
大
す
る
姿
を
描
き
出
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の

背
景
に
は
や
は
り
葛
城
氏
の
存
在
が
見
え
隠
れ
す
る
。
筆
者
は
、
縁
記
と
の

関
連
か
ら
こ
の
歌
は
葛
城
氏
が
伝
承
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
一
方
で
、「
朝
妻
」
を
「
共
寝
を
し
た
妻
」
の
意
味
と
と
ら
え
る
な
ら
、

ま
ず
琴
歌
譜
の
「
茲
都
歌
」
で
神
に
斎
く
事
を
歌
い
、
続
く
「
歌
返
」
で
は

共
寝
を
歌
う
こ
と
と
な
り
、
神
と
巫
女
の
関
係
を
、
天
皇
と
皇
后
の
関
係
に

置
き
換
え
て
歌
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

歌
詞
の
中
で
「
篠
」
を
根
っ
こ
ご
と
抜
い
て
「
朝
妻
」
に
植
え
る
と
い
う
。

「
篠
」
は
細
く
し
な
や
か
で
は
あ
る
が
、
世
（
節
）
を
継
ぎ
足
し
な
が
ら
根

を
し
っ
か
り
と
張
る
と
い
う
植
物
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
古
事
記
の

「
志
都
歌
の
歌
返
」
は
「
つ
ぎ
ね
ふ
」
の
句
か
ら
歌
う
も
の
が
、
八
首
中
四

首
あ
る
（
一
覧
参
照
）
。
そ
し
て
、
そ
の
伝
承
は
仁
徳
と
石
之
日
売
命
の
話
で

あ
る
。
琴
歌
譜
十
一
月
節
の
小
歌
の
中
に
あ
る
「
８
継
根
扶
理
」
と
の
関
連

つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。 

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
縁
記
は
、
天
皇
と
葛
城
氏
の
盤
石
な
関
係
を
豊
穣
の
儀

礼
で
あ
る
新
嘗
会
に
お
い
て
歌
う
と
い
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る
こ
と
を
述
べ

る
も
の
で
、
葛
城
氏
が
伝
承
し
て
い
た
歌
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
あ
る
。 

  

余
美
歌 ①

巻
向
日
代
宮 

御
宇
大
帯
日
天
皇
久
御
坐
於
日
向
国
厭
辺
夷
之
処
懐

倭
国
之
宮
斯
乃
述
眷
恋
之
情
作
懐
旧
之
歌 

 

景
行
天
皇
の
日
向
国
行
幸
の
記
事
は
日
本
書
紀
に
載
る
。
一
連
の
記
事
を

以
下
に
ま
と
め
て
み
る
。 

１
２
年
７
月 

 
 
 
 
 

熊
襲
朝
貢
せ
ず 

 
 
 

８
月
１
５
日 

 
 

九
州
行
幸 

 
 
 

９
月
５
日 

 
 
 

周
防
国
・
佐
波
↓
豊
前
国
へ 

 
 
 

１
０
月 

 
 
 
 

碩
田
国
・
速
見
邑
↓
土
蜘
蛛
討
つ 

 
 
 

１
１
月 

 
 
 
 

日
向
国 

行
宮
・
高
屋
宮
に
居
住 

 
 
 

１
２
月
５
日 

 
 

熊
襲
を
討
つ
議
↓
熊
襲
健
を
討
つ 

１
３
年
５
月 

 
 
 
 
 

襲
の
国
を
平
定 

（
御
刀
媛
を
妃
と
し
、
日
向
国
造
の
祖 

豊
国 

別
皇
子
生
ま
れ
る
） 

１
７
年
３
月
１
２
日 

 
 

子
湯
県
に
行
幸 

思
邦
歌
（
紀
２
１
・
２
２
・ 

２
３
） 

１
８
年
３
月 

 
 
 
 
 

出
立
↓
九
州
巡
幸
（
高
屋
宮
に
六
年
居
住
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夷
守
↓
諸
県
君
泉
媛
が
大
御
食
献
ず 

 
 
 

４
月
３
日 

 
 
 

熊
県 

 
 
 
 
 

１
１
日 

 
 

海
路 

葦
北
の
小
嶋
に
泊
る 

 
 
 

５
月
１
日 

 
 
 

葦
北
↓
火
国 

 
 
 

６
月
３
日 

 
 
 

玉
杵
名
邑
↓
土
蜘
蛛
津
頬
を
討
つ 
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１
６
日 

 
 

阿
蘇
国 

二
神
ア
ソ
ツ
ヒ
コ
・
ア
ソ
ツ
ヒ
メ
の

人
姿
に
出
会
う 

 
 
 

７
月
４
日 

 
 
 

筑
紫
後
国
の
御
木 

 
 
 
 
 

７
日 

 
 
 

八
女
県 

 
 
 

８
月 

 
 
 
 
 

的
邑
で
食
事 

１
９
年
９
月
２
０
日 

 
 

日
向
国
よ
り
帰
着 

  

「
日
向
」
の
初
出
は
、
古
事
記
で
は
イ
ザ
ナ
キ
の
黄
泉
国
訪
問
の
神
話
の

中
に
あ
る
。
黄
泉
が
え
り
を
果
た
し
た
イ
ザ
ナ
キ
が
禊
を
し
、
そ
の
最
後
に

三
貴
子
と
り
わ
け
ア
マ
テ
ラ
ス
が
誕
生
す
る
場
所
で
あ
る
。 

 

皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
が
誕
生
し
た
地
。
天
孫
ニ
ニ
ギ
が
天
降
っ
た
地
。
初

代
天
皇
、
ハ
ツ
ク
ニ
シ
ラ
ス
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
神
武
天
皇
が
大
和
へ
向
か
っ
た

地
で
あ
る
。
大
和
で
ま
つ
ろ
わ
ぬ
者
た
ち
を
平
定
し
、
大
和
の
王
と
な
っ
た

天
皇
。 

前
述
の
景
行
紀
で
は
日
向
国
で
ま
つ
ろ
わ
ぬ
者
た
ち
を
平
定
し
、
大
和
に

帰
っ
た
と
あ
る
。
と
す
れ
ば
七
年
も
の
長
い
間
、
大
和
に
は
天
皇
が
不
在
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

景
行
紀
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
二
つ
の
要
素
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一

段
目
の
熊
襲
平
定
（
景
行
十
二
年
七
月
～
十
三
年
五
月
）
の
要
素
と
二
段
目

の
九
州
巡
幸
（
景
行
十
八
年
三
月
～
十
九
年
九
月
）
の
要
素
で
あ
る
。
一
段

目
の
平
定
に
関
し
て
は
、
ま
つ
ろ
わ
ぬ
「
熊
襲
」
と
討
伐
す
る
た
め
の
「
行

幸
」
で
あ
り
、
支
配
者
と
し
て
の
天
皇
の
姿
が
そ
こ
に
見
受
け
ら
れ
る
。
二

段
目
は
、
大
和
へ
向
か
い
、
九
州
を
出
立
し
、
巡
幸
し
て
大
和
に
帰
着
す
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
伝
承
を
確
認
す
る
と
、 

① 

泉
媛
に
よ
る
大
御
食
の
献
上 

② 

湧
水
（
＝
浄
水
）
の
獲
得 

③ 

土
蜘
蛛
の
討
伐 

④ 

多
く
の
地
名
起
源
伝
承 

な
ど
、
巡
行
説
話
の
パ
タ
ー
ン
を
持
ち
、
そ
れ
が
非
常
に
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

を
持
つ
こ
と
が
わ
か
る
。
九
州
全
域
と
も
い
え
る
程
の
巡
幸
を
果
た
し
大
和

へ
帰
る
天
皇
像
は
、
ま
さ
に
王
権
の
支
配
範
囲
を
拡
大
し
た
英
雄
的
存
在
と

い
え
よ
う
。 

 

こ
の
伝
承
の
中
で
注
目
し
た
い
の
は
、
熊
襲
を
平
定
し
て
か
ら
巡
幸
ま
で

の
六
年
間
で
あ
る
。
日
本
書
紀
の
記
述
も
一
段
目
は
「
行
幸
」
と
し
、
二
段

目
は
「
巡
狩
」
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
平
定
か
ら
巡
幸
ま
で
に
六
年
も
か
か
る

の
か
。
巡
幸
の
直
前
（
景
行
十
七
年
三
月
十
二
日
）
に
子
湯
県
に
行
幸
し
「
こ

の
国
は
日
の
出
る
方
に
向
い
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
「
日
向
国
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
地
名
起
源
を
載
せ
、
野
中
の
大
石
に
陟の

ぼ

っ
て

京
都

み

や

こ

を
憶し

の

ん
で
「
思
邦
歌
」（
紀
２
１
・
２
２
・
２
３
）
を
歌
っ
た
と
い
う
伝

承
が
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
古
事
記
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝

承
の
中
の
死
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
く
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
余
美
歌
」
の

縁
記
の
中
で
、
日
本
書
紀
の
歌
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
も
ち
ろ

ん
歌
詞
は
異
な
る
の
で
日
本
書
紀
の
「
思
邦
歌
」
と
し
て
は
純
粋
に
遠
く
離

れ
た
異
郷
か
ら
故
郷
を
懐
か
し
む
歌
と
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、
故
郷
を

懐
か
し
む
に
足
る
年
月
の
滞
在
期
間
で
あ
る
こ
と
も
う
な
ず
け
る
、
大
和
を

懐
か
し
み
、
寿
ぐ
歌
が
「
余
美
歌
」
と
さ
れ
る
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
時
代
、
九
州
は
当
然
異
界
と
み
な
さ
れ
た
。
都
を
遠
く
隔
た
っ
た
九

州
の
地
は
、
遠
い
祖
先
神
の
天
降
っ
た
地
で
あ
り
、
異
界
に
続
く
土
地
で
も

あ
っ
た
。
そ
こ
に
六
年
も
の
長
い
期
間
天
皇
が
滞
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
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都
で
の
支
配
者
と
し
て
の
機
能
を
止
め
た
ま
ま
、
異
界
の
地
に
長
く
滞
在
す

る
こ
と
を
意
味
し
た
。 

景
行
天
皇
は
九
州
と
い
う
異
界
に
行
き
、
そ
し
て
戻
っ
て
き
た
。
こ
れ
は

一
種
の
黄
泉
が
え
り
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

異
界
か
ら
大
和
に
や
っ
て
来
た
初
代
神
武
天
皇
。
景
行
天
皇
は
、
神
の
巡
行

の
パ
タ
ー
ン
を
踏
ん
で
、
支
配
者
と
し
て
大
和
に
戻
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
ま
た
、
元
日
と
い
う
一
年
の
黄
泉
が
え
り
の
日
に
、
大
和
の
地
に
君

臨
す
る
天
皇
が
、
多
く
の
氏
族
を
従
え
、
そ
の
場
に
臨
ん
で
い
る
時
に
、
ま

つ
ろ
わ
ぬ
国
々
を
平
定
し
た
縁
記
を
持
ち
、
天
皇
の
い
る
地
を
賛
美
す
る
こ

と
は
、
新
た
な
年
も
君
臣
の
立
場
を
再
確
認
す
る
と
い
う
意
味
で
、
非
常
に

重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
も
そ
も
歌
の
発
生
を
考
え
る
時
、
歌
そ
の
も
の
に
呪
的
な
意
義
を
付
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
儀
礼
の
中
で
歌
わ
れ
る
歌
に
は
、
も
と

も
と
呪
的
な
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

ヨ
ミ
歌
に
は
、
あ
る
種
呪
的
な
意
味
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
国
讃
め
」
や

「
寿
ぎ
」
の
歌
詞
が
歌
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

六
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題 

 

①
本
稿
に
お
け
る
琴
歌
譜
の
「
大
歌
」
は
「
縁
記
」
を
持
つ
も
の
と
考
え
、

そ
れ
を
記
紀
の
歌
曲
名
及
び
節
会
の
性
質
上
の
対
比
か
ら
絞
り
込
み
古
事

記
の
歌
曲
名
に
重
な
る
も
の
と
し
た
。
よ
っ
て
、「
片
降
」
は
「
大
歌
」
で

は
な
い
と
判
断
す
る
。 

  

②
「
茲
都
歌
」
と
「
歌
返
」
は
先
行
研
究
な
ど
に
古
事
記
で
の
歌
の
並
び

方
な
ど
を
考
慮
し
、
一
対
の
歌
と
み
て
よ
い
と
考
え
る
。 

  

③
「
歌
返
」
は
そ
の
縁
記
及
び
歌
詞
の
検
討
を
試
み
、
今
後
さ
ら
に
「
歌

返
」
の
中
で
ふ
れ
た
「
吉
備
」
な
ど
他
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
の
関
係
や
、
十

一
月
節
の
「
小
歌
」
と
考
え
ら
れ
る
「
継
根
扶
理
」
と
の
関
係
な
ど
を
考

察
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
葛
城
氏
が
伝
承
し

て
い
た
歌
と
考
え
て
お
く
こ
と
と
す
る
。 

  

④
「
余
美
歌
」
に
つ
い
て
は
、
伝
承
者
な
ど
の
検
討
も
重
ね
な
が
ら
一
年

の
黄
泉
が
え
り
の
日
で
あ
る
元
日
の
儀
礼
で
歌
わ
れ
る
呪
的
な
意
味
を
持

つ
歌
と
の
考
え
を
し
め
し
て
お
く
。 

  

⑤
さ
ら
に
残
る
「
大
歌
」
を
そ
の
縁
記
と
の
関
係
か
ら
考
え
、
琴
歌
譜
大

歌
の
歌
曲
名
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
の
節
会
で
奏
さ
れ
た

理
由
を
考
察
し
て
み
た
い
。 

  

〈
主
な
参
考
文
献
〉 

賀
古
明 

『
万
葉
集
新
論
』 

風
間
書
房 

Ｓ
４
０ 

 
 

賀
古
明 

『
琴
歌
譜
新
論
』 

風
間
書
房 

Ｓ
６
０ 

 
武
田
祐
吉
訳
注 

中
村
啓
信
補
訂
・
解
説
『
新
訂
古
事
記 

付
現
代
語
訳
』 

角
川
文
庫 

Ｓ
５
４ 

 

黒
板
勝
美
編 
『
訓
読 

日
本
書
紀
』
上
・
中
・
下
巻 

岩
波
文
庫 

 

１
９
８
７ 
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西
宮
一
民
校
注 

新
潮
日
本
古
典
集
成
『
古
事
記
』 

Ｓ
５
７ 

 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』
『
風
土
記
』 

小
学
館 

 

 

土
橋
寛 

『
古
代
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
』 

岩
波
書
店 

１
９
６
５ 

  

土
橋
寛 

『
古
代
歌
謡
全
注
釈 

古
事
記
篇
』 

角
川
書
店 

１
９
７
２ 

 
 

 

大
久
間
喜
一
郎
・
乾
克
己
編
『
上
代
説
話
事
典
』 

雄
山
閣 

Ｈ
５ 

  

神
野
富
一
・
武
部
智
子
・
田
中
裕
恵
・
福
原
佐
知
子 

「
琴
歌
譜
注
釈
稿
」

（
一
）
～
（
四
）
『
甲
南
国
文
』 

 
 

大
久
保
正
『
古
事
記
歌
謡
全
訳
注
』 

講
談
社
学
術
文
庫 

Ｓ
５
６ 

 

大
久
保
正
『
日
本
書
紀
歌
謡
全
訳
注
』 

講
談
社
学
術
文
庫 
Ｓ
５
６ 

  

＊ 

本
稿
は
平
成
二
十
二
年
十
月
十
六
日 

ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
で
開
催
さ
れ

た
古
代
研
究
会 

十
月
例
会
に
て
口
頭
発
表
し
た
原
稿
・
資
料
を
元
に
、

加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
教
示
を
い
た
だ
い

た
上
田
正
昭
先
生
は
じ
め
、
井
上
満
郎
、
白
江
恒
夫
、
藤
原
享
和
各
先
生

方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 
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歌
番
号 

 
歌
曲
名 

 
 
 
 
 

歌
詞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

備
考 

１ 
 
 
 

茲
都
歌 

 
 
 
 
 

御
諸
に 

築
く
や
玉
垣 

斎
き
余
す 

誰
に
か
も
依
ら
む 

神
の
宮
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

縁
記
① 

② 

２ 
 
 
 

歌
返 

 
 
 
 
 
 

島
国
の 

淡
路
の
三
原
の
篠 

さ
根
掘
じ
に 

い
掘
じ
持
ち
来
て 

朝
妻
の 

 
 
 
 
 
 
 

縁
記
① 

② 

③ 

御
井
の
上
に 

 

植
ゑ
つ
や 

淡
路
の
三
原
の
篠 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３ 
 
 
 

片
降 

 
 
 
 
 
 

木
綿
垂
で
の 

神
が
前
な
る 

稲
の
穂
の 

諸
穂
に
垂
で
よ 

こ
れ
ち
ふ
も
な
し 

４ 
 
 
 

高
橋
扶
理 

 
 
 
 

道
の
辺
の 

榛
と
歴く

ぬ

木ぎ

と 

し
な
め
く
も 

言
ふ
な
る
か
も
よ 

榛
と
歴
木
と 

５ 
 
 
 

短
埴
安
扶
理 

 
 
 

乙
女
ど
も 

乙
女
さ
び
す
と 

唐
玉
を 

手
本
に
巻
き
て 

乙
女
さ
び
す
も 

６ 
 
 
 

伊
勢
神
歌 

 
 
 
 

さ
ば
か
る 

大
日
霊
の 

先
使
ひ 

よ
よ
よ
よ 

先
使
ひ 

先
使
ひ 

生
柳 

生
柳 

先
使
ひ 

７ 
 
 
 

天
人
扶
理 

 
 
 
 

天
人
の 

作
り
し
田
の 

石
田
は
い
な
ゑ 

石
田
は 

己
男

お

の

を

作
れ
ば 

か
わ
ら
と
ゆ
ら
と
鳴
る 

 

石
田
は
い
な
ゑ 
石
田
は
い
な
ゑ 

８ 
 
 
 

継
根
振
り 

 
 
 
 

つ
ぎ
ね
ふ 

山
城
川
に 

蜻
蛉
鼻
振
く 

鼻
ふ
と
も 

我
が
愛
し
者
に 

逢
は
ず
は
止
ま
じ 

９ 
 
 
 

庭
立
振 

 
 
 
 
 

庭
に
立
つ 

ふ
ふ
き
の
雄
鶏 

し
つ
い
つ
い
つ
ら 

い
と
こ
せ
吾
背 

暁
と 

 

知
ら
に
我
が
寝
ば 

し
つ
い
つ
ら 

打
ち
起
こ
せ
雄
鶏 

１
０ 

 
 

阿
夫
斯
弖
振 

 
 
 

あ
ふ
し
て 

拾
ひ 

た
く
さ
は
ぬ
も
の
を 

う
ま
ら
に
食
せ 

を
ば
が
君 

う
ま
ら
に
寝
や 

１
１ 

 
 

山
口
扶
理 
 
 
 
 

山
口 

大
菅
原
を 

牛
は
踏
む 

猪
は
踏
む
と
も
よ 

民
な
踏
み
そ
ね 

１
２ 

 
 

大
直
備
歌 

 
 
 
 

〈
与
片
降
同
歌
唯
音
節
別
耳
…
片
降
と
同
じ
き
歌
な
り
。
唯
だ
音
節
別こ

と

な
る
の
み
〉 

１
３ 

 
 

余
美
歌 

 
 
 
 
 

そ
ら
み
つ 

大
和
の
国
は 

神
か
ら
か 

有
り
が
欲
し
き 

国
か
ら
か 

住
み
が
欲
し
き 

 
 

縁
記
① 

有
り
が
欲
し
き
国
は 

秋
津
島
大
和 

１
４ 
 
 

宇
吉
歌 

 
 
 
 
 

水
そ
そ
ぐ 

臣
の
少
女 

秀
罇
取
り 

堅
く
取
れ 

下
堅
く 

弥
堅
く
取
れ 

 
 
 
 
 
 
 

縁
記
① 

② 

秀
罇
取
ら
す
子 

歌
曲
名･

歌
詞
一
覧 

琴
歌
譜 
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１
５ 

 
 

片
降 

 
 
 
 
 
 

新
し
き 

年
の
始
め
に 

か
く
し
こ
そ 

千
歳
を
か
ね
て 

楽
し
き
終
へ
め 

１
６ 

 
 

長
埴
安
扶
理 

 
 
 

川
上
の 

川
榛
の
木
の 

疎
け
ど
も 

継
ぎ
し
根
持
ち
は 

族
う
が
ら

と
ぞ
思
う 

１
７ 

 
 

阿
遊
陀
扶
理 

 
 
 

高
橋
の 

み
か
井
の
清
水 

あ
ら
ま
く
を 

す
ぐ
に
お
き
て 

出
で
ま
く
を 

す
ぐ
に
お
き
て 

 
 

縁
記
① 

何
か
汝
か
此
処
に 

出
で
て
お
れ 

清
水 

１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
の
上 

布
留
の
山
の 

熊
が
爪 

六
つ
ま
ろ
か
も
し 

鹿
が
爪 

八
つ
ま
ろ
か
も
し 

睦
し
み 

 

我
こ
そ
此
処
に 

出
で
て
お
れ 

清
水 
 

１
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

朝
狩
り
に 

汝
兄
が
通
り
し 

橋
の
前 

枕
を
宜
し
み 

か
ひ
の
え
の 

月
を
宜
し
み 

 

我
こ
そ
此
処
に 

出
で
て
お
れ 

清
水 

２
０ 

 
 

酒
坐
歌 

 
 
 
 
 

こ
の
御
酒
は 

わ
が
御
酒
な
ら
ず 

酒
の
神 

常
世
に
坐
す 

石
立
た
す 

少
御
神
の 

豊
寿
き 

 

縁
記
① 

寿
き
も
と
ほ
し 

神
寿
き 

寿
き
狂
ほ
し 

ま
つ
り
来
し
御
酒
ぞ 

乾
さ
ず
食
せ 

さ
さ 

２
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
御
酒
を 

醸
み
け
む
人
は 

そ
の
鼓 

臼
に
立
て 

歌
ひ
つ
つ 

醸
み
け
れ
か
も
し 

 

舞
ひ
つ
つ 
醸
み
け
れ
か
も
し 

こ
の
御
酒
の 

あ
や
に
う
た
楽
し 

さ
さ 

２
２ 

 
 

茲
良
宜
歌 

 
 
 
 

あ
し
ひ
き
の 
山
田
を
作
り 

山
田
か
ら
（
一
説
云
や
ま
た
か
み
） 

下
樋
を
わ
し
せ 

 
 
 
 
 

縁
記
① 

（
一
説
云
ふ
す
せ
） 
下
問
ひ
に 

我
が
問
ふ
妻 

下
泣
き
に 

我
が
泣
く
妻 

（
一
説
云
か
た
泣
き
に
わ
が
泣
く
つ
ま
） 

此
夜
こ
そ 

安
く
肌
触
れ 

 

古
事
記
歌
謡 

歌
番
号 

 

歌
曲
名 

 
 
 
 
 

歌
詞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

備
考 

２ 
 
 
 
 

神
語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
国
主 

３ ４ ５ ６ 
 
 
 

夷
振 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
ヂ
シ
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ 

３
０ 
 
 

思
国
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

景
行 

３
１ 
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３
２ 

 
 

片
歌 

３
４ 

 
 

大
御
葬
歌 

３
５ 

３
６ 

３
７ 

３
９ 

 
 

酒
楽
歌 

 
 
 
 

こ
の
御
酒
は 

わ
が
御
酒
な
ら
ず 

酒
の
神 

常
世
に
坐
す 

石
立
た
す 

少
御
神
の 

神
寿
き 

 
 

神
功
皇
后 

寿
き
狂
ほ
し 

豊
寿
き 

寿
き
も
と
ほ
し 

ま
つ
り
来
し
御
酒
ぞ 

乾
さ
ず
食
せ 

さ
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
御
酒
を 

醸
み
け
む
人
は 

そ
の
鼓 

臼
に
立
て 

歌
ひ
つ
つ 

醸
み
け
れ
か
も 

舞
ひ
つ
つ 

 

醸
み
け
れ
か
も 

こ
の
御
酒
の 

御
酒
の 

あ
や
に
う
た
楽
し 

さ
さ 

５
７ 

 
 

志
都
歌
の
歌
返 

 
つ
ぎ
ね
ふ
や 

山
代
河
を 

河
上
り 

我
が
上
れ
ば 

河
の
辺
に 

生
ひ
立
て
る 

烏
草
樹
を 

 
 
 

仁
徳 

烏
草
樹
の
木 

其
が
下
に 

生
ひ
立
て
る 

葉
広 

斎
つ
真
椿 

其
が
花
の 

照
り
坐
し 

 

其
が
葉
の 

広
り
坐
す
は 

大
君
ろ
か
も 

５
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
ぎ
ね
ふ
や 
山
代
河
を 

宮
上
り 

我
が
上
れ
ば 

青
丹
よ
し 

奈
良
を
過
ぎ 

小
楯 

 

大
和
を
過
ぎ 
我
が
見
が
欲
し
国
は 

葛
城
高
宮 

我
家
の
あ
た
り 

５
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
代
に 

い
及
け
鳥
山 

い
及
け
い
及
け 

吾
が
愛
し
妻
に 

い
及
き
遇
は
む
か
も 

６
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
諸
の 

そ
の
高
城
な
る 

大
韋
古
が
原 

大
猪
子
が 

腹
に
あ
る 

肝
向
か
う 

心
を
だ
に
か 

 

相
思
は
ず
あ
ら
む 

６
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
ぎ
ね
ふ 

山
代
女
の 

木
鍬
持
ち 

打
ち
し
大
根 

根
白
の 

白
腕 

枕
か
ず
け
ば
こ
そ 

 

知
ら
ず
と
も
言
は
め 

（
６
２
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

山
代
の 

筒
木
の
宮
に 

物
申
す 

吾
が
兄
の
君
は 

涙
ぐ
ま
し
も 

６
３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
ぎ
ね
ふ 

山
代
女
の 

木
鍬
持
ち 

打
ち
し
大
根 

さ
わ
さ
わ
に 

汝
が
言
へ
せ
こ
そ 

 

打
ち
渡
す 

八
桑
枝
な
す 

来
入
り
参
り
来
れ 

７
４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

枯
野
を 

塩
に
焼
き 

其
が
余
り 

琴
に
作
り 
掻
き
弾
く
や 

由
良
の
門
の 

門
中
の
海
石
に 

 

振
れ
立
つ 

な
づ
の
木
の 

さ
や
さ
や 

７
３ 
 
 

寿
歌
の
片
歌 
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７
８ 

 
 

志
良
宜
歌 

 
 
 

あ
し
ひ
き
の 

山
田
を
作
り 

山
高
み 

下
樋
を
わ
し
せ 

下
問
ひ
に 

我
が
問
ふ
妹
を 

 
 
 
 
 

允
恭 

下
泣
き
に 

 

我
が
泣
く
妻
を 

此
夜
こ
そ
は 

安
く
肌
触
れ 

８
０ 

 
 

夷
振
の
上
歌 

８
２ 

 
 

宮
人
振 

８
３ 

 
 

天
田
振 

８
４ 

８
５ 

８
６ 

 
 

夷
振
の
片
下 

８
９ 

 
 

読
歌 

 
 
 
 
 

こ
も
り
く
の 

泊
瀬
の
山
の 

大
峰
に
は 

幡
張
り
立
て 

さ
小
峰
に
は 

幡
張
り
立
て 

 
大
小
よ
し 

仲
定
め
る 

思
ひ
妻
あ
は
れ 

槻
弓
の 

臥
る
臥
り
も 

梓
弓 

 
立
て
り
立
て
り
も 

後
も
取
り
見
る 

思
ひ
妻
あ
は
れ 

９
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
も
り
く
の 

泊
瀬
の
川
の 

上
つ
瀬
に 

斎
杙
を
打
ち
下
つ
瀬
に 

真
杙
を
打
ち 

 

斎
杙
に
は 
鏡
を
懸
け 

真
杙
に
は 

真
玉
を
懸
け 

真
玉
な
す 

吾
が
思
ふ
妹 

鏡
な
す 

吾
が
思
ふ
妻 

在
り
と 

言
は
ば
こ
そ
よ 

家
に
も
行
か
め 

国
を
も
偲
は
め 

９
２ 

 
 

志
都
歌 

 
 
 
 

御
諸
の 

厳
白
檮
が
本 

白
檮
が
本 

忌
々
し
き
か
も 

白
檮
原
嬢
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雄
略 

９
３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

引
田
の 

若
栗
栖
原 
若
く
へ
に 

率
寝
て
ま
し
も
の 

老
い
に
け
る
か
も 

９
４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
諸
に 

築
く
や
玉
垣 
斎
き
余
す 

誰
に
か
も
依
ら
む 

神
の
宮
人 

９
５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
下
江
の 

入
江
の
蓮 

花
蓮 
身
の
盛
り
人 

羨
し
き
ろ
か
も 

１
０
４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

や
す
み
し
し 

我
が
大
君
の 

朝
間
に
は 

い
倚
り
立
た
し 

夕
間
に
は 

い
倚
り
立
た
す 

 

脇
机
が
下
の 

板
に
も
が 

吾
兄
を 

１
０
０ 

 

天
語
歌 
 
 
 
 

 

１
０
１ 

１
０
２ 

１
０
３ 
 

宇
岐
歌 

 
 
 
 

水
そ
そ
ぐ 

臣
の
少
女 

秀
罇
取
ら
す
も 

秀
罇
取
り
堅
く
取
ら
せ 

下
堅
く 

弥
堅
く
取
ら
せ 

 

秀
罇
取
ら
す
子 

 



 15

日
本
書
紀
歌
謡 

歌
番
号 

 

歌
曲
名 

 
 
 
 
 

歌
詞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

備
考 

２ 
 
 
 

夷
曲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ヒ
コ
ネ 

３ ５ 
 
 
 

挙
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ 

６ ７ 
 
 
 

来
目
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
武 

８ ９ １
０ 

１
１ 

１
２ 

１
３ 

１
４ 

２
１ 

 
 

思
邦
歌 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

景
行 

２
２ 

２
３ 

    


